
Front Line フロントライン

　中期経営計画「SMART 2030」で分

野別に設定された4つの事業セグメン

トのひとつが、「ライフ・ウェルネス」セ

グメント。QOL（健康状態や生活環境な

どの満足度）向上に関する分野として健

康社会への貢献をテーマに掲げており、

食品や医薬品原料、香粧品、クリーニン

グ用薬剤、健康食品、消臭・脱臭関連

製品など非常に広い事業領域を持ちま

す。このうちライフサイエンス本部が所

管しているのが、機能性表示食品を含

む健康食品、生活空間における消臭な

どの製品・サービスの提供です。

　中でも健康食品については、当社の

ライフサイエンス事業の端緒でもありま

す。岩手大学発のベンチャー企業・バイ

オコクーン研究所との出合いから始まっ

たカイコハナサナギタケ冬虫夏草（以下

カイコ冬虫夏草）の研究開発がきっかけ

となりました。カイコ冬虫夏草から発見

された新規有用成分「ナトリード®」が

認知機能の維持に役立つことが明らか

になり、高齢化社会の進展にともなう

社会的課題に対応する製品として、機

能性表示食品「快脳冬虫夏草®」を製造・

販売。加えて、カイコ冬虫夏草には睡眠

の質への影響や、テストステロン値の上

昇が確認されています。男性の更年期

症状などにも対応できる可能性も見出

しており、さらに研究を進めて新たな健

康食品への展開を図っていきたいと考

えています。

　また、商業空間や生活空間の“ニオイ”

課題には、消臭・除菌剤「NIOCAN®」が

応えます。臭気判定士という国家資格

を持つ研究員が開発に携わり、天然精

油の成分による中和消臭法でニオイを

相殺し、無臭化するものです。ご家庭や

商業施設でのニオイのほか、ホテルや動

物病院などにも販路が広がっています。

　健康食品、消臭剤に加え、DKSが

持つ独自技術や製品を活用した新た

な製品、技術の開発にも取り組んでい

ます。たとえば、界面活性剤技術を活

用した難溶性素材の水溶化（可溶化）

です。難溶性のものが多い機能性食

品の素材を当社の技術で水に溶けや

すくする。それにより飲料への展開や

体内での吸収性の向上など、さまざま

な可能性が広がります。この技術をも

とに、多様な機能性素材の水溶化や、

エキスの抽出・粉末化の受託事業の

強化・拡大を図っていきます。

　ライフサイエンス事業は、何よりも

研究がベースです。研究から生まれる

新たな機能性、新たなテーマの実現

が期待される部分であり、課題でもあ

ります。求められるのは、研究のスピー

ドアップ、受託案件の開発・実績化、

そして安全性・品質管理の強化。営

業と研究、グループ会社が一体となっ

た取り組みが必須です。またカイコ冬

虫夏草については、テストステロン値

が精子の活動にも影響するのではな

いかと、現在、徳島大学と共同で研究

を進めており、有意なデータも揃いつ

つあります。明確なエビデンスをもと

に、さらなる研究展開が期待されま

す。

　当社がライフサイエンス事業に参入

したのは2018年です。創業から117

年を数える当社においては歴史の浅

い事業ですが、祖業である蚕繭解舒

液と同様にカイコに関連する製品の

研究・開発に携わります。

　この深いつながりのもと、20 30年

を超え、さらに先を見据えて、DKSを

支える柱のひとつを担える事業に育

てていきます。

ライフサイエンス本部　本部長

ライフサイエンス本部　副本部長

「SMART 2030」で求められるライフサイエンス本部の使命とは?
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DKSのコア技術を生かし、QOL向上や健康寿命延伸に貢献！

カイコ冬虫夏草、NIOCAN®、
さらなる研究開発を

いずれは会社を支える
柱をめざす

中長期的視点も！

エンドユーザーの声を聞き、新たな研究に生かしながら
人生100年時代における
人々の健康増進と豊かな生活を実現します。
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既存冬虫夏草の販路拡大

スダチン拡売

コア技術との融合による健康への貢献

GMP管理体制の強化
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BtoC開発加速・海外開発

受託事業強化・拡大
機能性素材用配合製剤の製品化

機能性素材 新商品上市

・生活環境（BtoC）・産業用途（働く環境のQOL向上）・官民連携産業

・ RSPO製品、オール天然系原料製品拡充
基礎合成技術によるQOL向上に貢献

医療材料向け水溶性高分子の安定生産

非化石界面活性剤の開発

生産合理化検討

DKSグループの連携強化
販売拡大と認証品による市場拡大

お客さまの臭気課題解決に焦点を当てた技術提案＆事業拡大 診断薬用CNF誘導品の安定生産

認証取得品による
グローバル市場への拡売 食品添加物用配合製剤の拡大

CNF用途拡大（再生医療・香粧品用途）
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SMART 2030

新規糖誘導体 創製

クリーニング用薬剤開発強化
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